
枝分れ高分子の相変化
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枝 分 れ 高 分 子 の 相 変 化

阪大工 庄 司 一 郎

模型的に考えて,抗原には f個の違 った ｢穴｣があいていると考え,これに f種類 の

抗体の各々が結合できると考える｡ 抗体は棒状で両端が抗原の ｢穴｣にはさまれ ること

ができると考える｡これ らが相結合 し

て右図のように ｢分子｣を作ると考え

る｡この ｢分子｣が ｢巨大分子｣にな

りうるためには抗原,抗体の数の割合

がどのようにあればよいかなどを老戻

る｡ これ らは ｢木｣のような形をして

いると考えるので,いわゆる ｢べ-チ

格子｣上に配布されていると考えられ

る｡ 抗原の数 N,各抗体の数 Nk(k-

1,2,-f), それに分子数 M を一定

とする条件のもとにェン トロピー極大

の原理 より最確分布
第 1図 木 (∩-3,
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AnI:::22:fiI-c n f -2

(n-2k- 1)!

kJ-LI Lk!ik!(n-2Pk-jk)!

nln2 m､f n
Xl y2 … Xf y

がきまるoここで上式は抗原の数が n･ k種の抗体 を nk個ふ くみその中 ek 個は抗原

を結びつける役目をし, lk個は抗原に一方だけがっいている (k- 1,2,- f)ような

｢分子｣の数をあらわしているo もちろん 誉 Ck= n~ 1 であるo

さて pkをもって･ k種の ｢穴｣の中･ひつついたものの割合 とL rk- N/ 2Nk と

するとあきらかに

pk≦ 1/ rk

また p-誉 pk,f･ r- fN/ 2∑Nk - f/E 土 として,rk

p≦ 1/ r

( 1 )

(1′)

また p- (∑ Nk+N- M)/ fN ともかけて,〔穴が一つふ さがるごとに分子数

は一つ-る〕

M≧ 1 という条件は

1

- + 2i ≧ pf

となる｡ さらに若干の計算ののち <n2>,<n…>,･･･が発散する点 として

2

∑
k 1

rk

という式 を得る｡左辺は 1より大きくは成 り得ない｡

とくに各種の抗体が等量のときは,

fp2/ (ユ+p2)= 1
r

より,これより

p -
1 1

JT=了 vrT
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(3′)
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p と r との関係 を示す｡ (1)′,(2),(3)′ を図示 して, (3)′ に到達 できるの

○

は

1
F Tl< r< ト 1

に限る｡ これはべ-テ格子の

criticalpercolatior)が

｢サイ ト問題｣についても,

1/ (∫-1)であることと対

応 している｡また最近宮島ら

が論 じた異方性べ-テ格子の

criticalpercolationの

問題の解

′-′

pi
(4)

】 r- 1

卜1 2(ト1)

トl ∫

第 2図 p と rの関係式

に対応 して,この場合は (3)で pk≦ 1/rk とお くと,

1
∑
k rk+1

≦ 1

′■■/

で pi- 1/ri- 2Ni/N とお けば一致するo

また ri< 1の領域では pi≦ 1とおいて (3)は

F 1/ rk+ 1

く二1

′ー′

でこの領域では pi- riとお くとやは｡等号の極限では (4)に一致するo

ここに書いたものは, BikenJournal (阪大微研報告) 旦 (1962)259に発表

したもので 〔共著者 天野,徳永,,佐藤 〕 ベ-テ格子研究会のために再集 したもので

ある｡
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